
224 | 現代文芸論研究室論集 2020

〈論 文〉

オンライン学習が築くユダヤの言語のボーダーレスな世界

鴨志田 聡子

「イディッシュ語学習活動」とは

4 世代の生徒たちがマメ・ロシュンを学んで、それへの愛を分かち合っているのを見るの

は報われるし、インスパイアされます 1。

これはニューヨークの Workmen's Circle という非営利団体で「壁や国境がない 2」イ

ディッシュ語学習活動を主催するコルヤ・ボロドゥリン 3（以下、コルヤ）のことばであ

る。「マメ・ロシュン（mame-loshn4）」とはイディッシュ語のことを意味する。イディッ

シュ語で mame（ ）は「お母さん」、loshn（ヘブライ語が語源の ）は「ことば」

で、直訳すると「母語」だが実際には「イディッシュ語」を意味する。

筆者は現在の居住地や年齢が異なる東欧出身のユダヤ人（以下、東欧系ユダヤ人と呼

ぶ）たちが集い、展開する「マメ・ロシュン」つまりイディッシュ語の学習活動を参与観

察してきた。彼らは普段、各々英語やヘブライ語、ロシア語やフランス語、スペイン語な

ど様々な言語を話して生活している。しかし、ともにイディッシュ語を学習することを通

して、先祖の世代から現在までのユダヤ人の記憶を分かち合っている。筆者はこれを客観

性が求められる大学や研究機関で実施される学習や研究とは区別し、「自分らしさ」を探

究し再構築するための活動として「イディッシュ語学習活動 5」と呼んでいる。この活動

には以下の特徴がある。個人の情熱が原動力になっていること。活動の主体が東欧系ユダ

ヤ人のイディッシュ語話者やその子孫で、個人的な利益や名誉よりもイディッシュ語にか

かわること自体を目的にしていること。学習活動が東欧系ユダヤ人の交流の場となってお

り、それを通じて他の言語を話していても充足しきれない「自分らしさ」を満たそうとし

ていることである。

イディッシュ語学習活動の主体は世俗的なユダヤ人で、彼らの国籍、母語や第一言語は

多様である。東欧系ユダヤ人にとってイディッシュ語学習活動は、どのくらい宗教的に厳

格か、どこの国家に属しているかといった枠にとらわれずに、東欧を故地とするユダヤ人

独自の「記憶」や「自分らしさ」を再構築できる場である。

イディッシュ語学習活動においてはその中心となる個人が非常に重要である。本稿では

2014 年にイディッシュ語のオンライン講座を創設し、主催しているイディッシュ語講師

コルヤに焦点をあててその概要を描き、オンライン講座が解決した従来のイディッシュ語
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学習活動の課題を示し、その意義を考察する。

主催者のコルヤについて
主催者のコルヤは 1961 年にロシア極東部にあるユダヤ自治州ビロビジャンで生まれ

た。ビロビジャンはロシア語、イディッシュ語新聞『ビロビジャンの星 6』で知られてい

る。コルヤによれば彼の幼少期には、ビロビジャンの道端やラジオではイディッシュ語が

聞こえ、祖父母もイディッシュ語を話していた。コルヤ自身は他の多くの人たちと同じよ

うにロシア語を母語として育ち、一度もイディッシュ語を話したことがなく、理解もでき

なかったという 7。彼は 1988 年にイディッシュ語講師に抜擢され教え始めた。イディッ

シュ語を学びはじめてからわずか 3ヶ月のときだった。その後 1992 年にニューヨークに

移住し、コロンビア大学でイディッシュ語を学び修士号を取得した。Workmen’s Circle8 で

イディッシュ語を教え始めたのは 1993 年のことだった 9。現在では Workmen’s Circle の他

にも、東欧ユダヤ研究所 YIVO10、マサチューセッツの Yiddish Book Center、ビロビジャ

ンの学校など複数の組織で大人や子どもにイディッシュ語を教えている 11。

イディッシュ語学習活動と筆者による参与観察
筆者はこれまで 2003 年と 2004 年（リトアニアのヴィリニュス大学で開催）、2005 年

（YIVO とニューヨーク大学で開催）、2008 年（イスラエルのテルヴィヴ大学で開催）に

４～ 6 週間のイディッシュ語の夏期講座を受講した。また 2006 年から 2008 年にエルサ

レム・ヘブライ大学に留学し、イディッシュ語の語学、文学、言語学の授業に継続的に出

席した。その間、イディッシュ語話者たちの定期集会、個人宅でのイディッシュ語の読書

会などに参加し、彼らの活動を参与観察した。

2003 年と 2004 年に筆者が参与観察したヴィリニュス大学のイディッシュ語夏期講座に

は、米国やイスラエルなど世界各地から東欧系ユダヤ人の老若男女が参加していた。彼ら

の多くは別の言語を母語や第一言語としながら、イディッシュ語が聞こえる環境で育った

イディッシュ語話者やその子孫であった。授業中や休み時間に初対面の相手と、家族や先

祖の話をしていた。各々の家族が東欧のどこの出身で、何年にどこに移り住んで、そこで

どのくらいイディッシュ語を話していたかが主なテーマであった。彼らの中には筆者に

「ユダヤ人ではないのに、なぜイディッシュ語を学ぶのか」と質問する人たちがいた。非

ユダヤ人がイディッシュ語を学ぶのは不自然だと考えているようだった。筆者はこの夏期

講座の参与観察によって、イディッシュ語学習活動が一般的な語学研修とは違うことに気

がついた12。

筆者はエルサレム・ヘブライ大学に留学した時期にエルサレムやテルアヴィヴにおける

イディッシュ語学習活動を参与観察した。継続的に彼らの活動を観察することで、彼らが

イスラエルの中に東欧系ユダヤ人の共同体を形成し、世界的なネットワークを維持してい

ることが分かってきた。しかもその活動の原動力は、ユダヤ人の国家で現代ヘブライ語を
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使っていても満たしきれない「自分らしさ」を、かつて自分たちの家族が東欧で使ってい

た言語に求めているところにあるようであった 13。

　その現地調査の後、筆者は日本で出産した。再びイディッシュ語から地理的に孤立し、

移動ができないために学習活動に参加できなくなった。イディッシュ語を読んだり聞い

たりする機会はあっても、書いたり話したりする機会はほとんどなくなり、参与観察も

できなくなった。しかし 2016 年度に東京外国語大学で「世界のことば A」という科目に

新しくイディッシュ語が加えられ 14、筆者が担当することになった。そこでそれを機に

Workmen’s Circle のイディッシュ語オンライン講座を受講しはじめた（図 1 参照）。

　

筆者は毎週 2 回継続的にインターネットで授業を受けた。もともと自分自身の語学力

の向上と、イディッシュ語教育の情報を得ることを目的に参加していた。とはいえ結果的

にイディッシュ語学習活動の継続的な観察や、日本におけるイディッシュ語学習活動の経

過報告もできた。

イディッシュ語オンライン講座とその背景
オンライン講座によって学習活動に参加する機会が得られるようになったのは筆者だけ

ではない。

主催者によれば、米国各地、ロシア、東欧、南米などに住む人たちの多くは、夏期講座

やサマーキャンプなどを除いて誰かとイディッシュ語を学ぶ機会がほとんどなかった。ま

た高齢であったり、身体が不自由であったり、体調がすぐれなかったりするために教室に

通えなかった人たちもいた。孤立していたのは受講者だけではなかった。イディッシュ語

講師はニューヨークを中心に、米国各地やエルサレム、テルアヴィヴ、ブエノス・アイレ

図１　オンライン講座「世界のイディッシュ語 15」授業風景のスクリーンショット（Borodulin16

を筆者編集）。
（図の説明）オンライン会議システムを使って集う講師（左端）、その日のゲスト（中心）と受講生

たち。
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ス、パリなどに散在している。対面式 17 の授業のためには、どちらかまたは両方が移動

する必要がある。しかし、オンライン講座ではこれらの問題がなく、これまで「孤立」し

ていた潜在的な講師と受講者がオンライン講座をきっかけに一緒に学ぶことができるよう

になった。コルヤによれば様々な講師と学習者が継続的にイディッシュ語を話すことで、

イディッシュ語の話題や表現が多様化し豊かになっているという18。「世界のイディッシュ

語」授業では、世界中から全 60 人の「ゲスト」が授業に招かれた 19。ゲストは自分の研

究、活動、考え方について説明し、受講者たちの質問に答えた。ゲストの交流に限らず受

講者同士の交流も見られるインタラクティブな授業は、イディッシュ語やそれにかかわる

人々の活動に新しい展開をもたらす可能性がある。

イディッシュ語話者の拡散と減少の背景
イディッシュ語話者は現在では世界で 50 万人から 200 万人とされている 20。話者の居

住地が拡散しているマイノリティ言語にありがちだが、正確な話者数はわからない。話者

自身が自分を話者であると自覚していない場合があること、孤立している話者を把握でき

ないこと、他から隔絶された超正統派ユダヤ教徒にどのくらいの話者が存在するかが明確

でないからである。

イディッシュ語の話者はホロコーストによって激減した。虐殺を逃れたユダヤ人は、移

住先の言語の習得を優先させた。離散やホロコーストを象徴し、貧しい、惨めといったネ

ガティブなイメージをもったイディッシュ語は、ユダヤ人自身から嫌悪され次世代に継承

されなかった。とくにシオニズムやその末に建国されたイスラエル国においては、国家の

言語としての現代ヘブライ語の普及に際して、多くの人々の日常の言語であったイディッ

シュ語は邪魔だと考えられたのだ 21。

イスラエルにおいてイディッシュ語話者のメディアで活躍した人のひとりに、モルデハ

イ・ツァーニンという人物がいた。その息子ゼエヴ・ツァーニンはイディッシュ語を聞け

ば理解できるが、ほとんど話せないといいながら筆者に次のように証言した。

イスラエル独立直後は、公共政策において国家はイディッシュ語に、むしろその反対の態

度をとった。人々がヘブライ語だけを話すようにしたかったんだ。新しい国家のヘブライ

語、ヘブライ語！新しいイスラエル人、新しい種類の人間「サブラ（イスラエル人生まれ

のユダヤ人）」のようなね。ともかく…ヘブライ語とは対象的に、イディッシュ語に対して

はとても風当たりが強かったんだ。

私が幼かった頃、両親は…イディッシュ語が私の人生に邪魔になるだろうと考えたから。

つまり私が…ヘブライ語を上手に話せなくなるんじゃないかとか…いろんなことを考えた

んだろう。だから、私とはヘブライ語だけで話したんだ…少し残念だよ。

（Ze’ev Tsanin, 2008.08.24　鴨志田による聞き取り調査 22）



228 | 現代文芸論研究室論集 2020

〈論 文〉

「ユダヤ人の国家」の誕生により、ユダヤ人の言語が廃れていったのは皮肉ではあるが、

これも理想のイスラエル国をつくるために払わざるを得なかった犠牲なのだろうか 23。こ

うして日常の言語としてのイディッシュ語の機能は、超正統派ユダヤ教徒の一部を除い

ては次世代にほとんど継承されなかった。

しかし実は一部の世俗的ユダヤ人の間でイディッシュ語の文化的な保護がなされ現代ま

で継承されていた。現在イディッシュ語は米国の主要大学を中心に、世界各地の大学や

ユダヤ人の組織で教えられている。さらに大学の夏期講座や市民講座でも教えられてい

る 24。また個人宅に集まってイディッシュ語文学を読み、イディッシュ語で議論をする読

書会のような活動もある。こういった活動は、イディッシュ語運用能力と読解力をもった

有志が一定数集まった場合にのみ可能であり、それゆえそれほど行われていない。例えば

一定数のイディッシュ語話者が見込まれ、カリフォルニア大学ロサンゼルス校にイディッ

シュ語の授業が存在するロサンゼルスでさえ、そういった活動はまれなようである 25。

2019 年 2 月にロサンゼルスのあるシナゴーグの集会場において、コルヤがビロビジャン

について講演した。高齢者を中心に 60 人ほどの聴衆が集まり、その中にはイディッシュ

語話者やその子孫も多いようだったが、講演も活発だった質疑応答もほとんど英語だっ

た 26。たとえイディッシュ語が聞こえる環境で育った人でも、日常生活でそれを使う機会

がほとんどなかったりすると、自分でそれを話すのは難しいようだ。

「集い」への潜在的な需要の発掘
オンライン講座によって、イディッシュ語話者が日常的に集うことができるようになっ

た。イディッシュ語講師らによる宣伝、受講者による口コミ、メディアなどによりオンラ

イン講座の知名度は上がり、規模が拡大している。コルヤによれば、学期あたりの受講者

数とクラス数は、オンライン講座が始まった 2014 年には約 40 人 3 講座だったが、2017
年秋に 158 人 13 講座、2019 年春までに 190 人 22 講座に増加した。年齢制限はなく、

2019 年現在 14 歳から 84 歳までと幅広い年齢層を受け入れている 27。

Workmen’s Circle ではオンライン講座が始まる以前の 1990 年から対面式のイディッ

シュ語講座が開かれている。しかし老化や病気などで教室まで通えなかったり、通えな

くなったりする人々がいた。Workmen’s Circle はサマーキャンプ「イディッシュランドへ

の旅 28」を 2006 年から現在まで主催している。参加者は 8 月に 1 週間ニューヨーク州の

キャンプ地でイディッシュ語を使ってレクリエーションをする。キャンプの間はイディッ

シュ語を話すことができるが、その後はほとんど話す機会がもてない場合が多い。サマー

キャンプや対面式の講座をきっかけにオンライン講座を受講しはじめる人もいるようだ。

逆に、オンライン講座をきっかけにサマーキャンプに参加する人々もいるようだ 29。

オンライン講座の概要
筆者は 2016 年春から 2019 年現在までコルヤが担当するイディッシュ語の会話の授業



れにくさ（第 10-1 号） | 229

鴨志田 聡子

オンライン学習が築くユダヤの言語のボーダーレスな世界

と、ブエノス・アイレス在住の講師アブロム 30 が担当する小説読解の授業を受講している。

オンライン講座の受講者は退職者、学生、研究者、教師、自営業者など様々である。講

師は研究者や教師、作家、歌手、俳優などである。イディッシュ語話者のその子孫が多数

派である。それ以外に研究や仕事のため、または趣味で、イディッシュ語を勉強している

非ユダヤ人やユダヤ教への改宗者もいる。

講座のレベルは初級、中級、上級の 3 つに分かれ、それぞれテーマごとにクラスが分

かれている。授業は初級からほぼすべてイディッシュ語で行われる 31。内容はおおまかに

初級で語学の基礎、中級で会話や小説読解、上級で小説読解やイディッシュ語言語学や東

欧ユダヤの歴史についての講義である。イディッシュ語で議論することも目標とされてい

る。議論といっても、必ずしも学術的で厳密なものが求められているわけではない 32。む

しろ東欧出身のユダヤ人の生活について自分の知識や体験を共有したり、イディッシュ語

文学の内容を普遍的なことに置き換えて考えたりして、自分の意見を言うことが求められ

ている。こうして会話を発展させながら、イディッシュ語を使う。

オンライン講座の受講者の多くはアメリカに住んでおり、講座の概要の紹介や募集は主

に英語で 33、受講料は米ドルで支払う。1 コマ 90 分の授業の開始時刻はニューヨークの

現地時間で 13 時と 18 時半で 34、米国に住んでいる人の都合に合っている。一方で授業で

英語を使うことはまれで、ほとんどすべてイディッシュ語である。少なくとも筆者が受講

しているクラスについては、宿題を提示するメールの本文も宿題もほぼイディッシュ語で

ある 35。

課題の量は少なくないが必ずしも義務ではなく、出席もとらず試験もない。しかも講義

の途中でも気軽に休憩、「退席」できる。乳幼児を脇に抱えながら参加しても、例えイン

フルエンザに感染していたとしても、他の参加者に迷惑をかける心配はない 36。講師や他

の受講者とのコミュニケーションもマイクやチャットの機能を使って自分のペースででき

る。授業を欠席した場合や復習したい場合は、授業の録画で自主的に補講できる。対面式

と比較して、受講スタイルにおける自由度が高いと言えるだろう。

イディッシュ語学習活動では、講師と受講者の間に教える者と教えられる者という上下

関係があまりない傾向がある。講師を進行役として、皆で主体的に「自分たち」を追究し

ている様子が特徴である。言語学習を主軸にイディッシュ語話者のコミュニティを形成

し、日常的にイディッシュ語を使う場を創出し、維持することが大切にされているようだ。

内容を言語学習にすることで集会の目標が明白となり、イディッシュ語を使うという継

続的な共同作業にさらに集中することができるゆえ、イディッシュ語も上達させることが

できる。

オンライン講座でつながったイディッシュ語学習活動と日本
イディッシュ語から地理的に完全に孤立している日本にいながら、教育経験豊富なイ

ディッシュ語話者の指導が受けられるオンライン講座は、筆者にとって非常に都合が良
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かった。定期的にイディッシュ語を使うことで言語運用能力を向上させ、新しい知識にふ

れることができたからである。さらに自分が行っているイディッシュ語の授業の進め方

や、そこで扱うテキストについて気軽に相談できる相手に定期的に会うことができた。

例えばこんなエピソードがある。2017 年春学期に東京大学大学院人文社会系研究科現

代文芸論研究室でイディッシュ語の授業が開講された際のことである。筆者は初学者の頃

に 2003 年か 2004 年にヴィリニュスのイディッシュ語夏期講座で読んだテキストを、東

京大学の授業でも使えたらと考えた。しかし、当時配布された印刷物は手元に残っておら

ず、そのテキストのタイトルも作者も不明だった。ある日オンライン講座で講師や他の受

講者にそのテキストの特徴について話し、どこかで手に入らないかと相談した。するとそ

の場で受講者の一人であるブラジルのイディッシュ語教師が、それは『初学者 37』という

テキストだと教えてくれた。さらに講師や他の受講者が、あれは良いテキストだ、自分も

読んだことがあるなどとコメントした。さらには PDF 版が Yiddish Book Center のデジタ

ルライブラリー 38 で入手可能だと教えてくれた。同様に東京外国語大学の授業で使用し

た初学者向けのオンライン教材 YiddishPOP 39 の存在を最初に教えてくれたのも彼らであっ

た。このように気軽に相談できる場があることで一瞬で解決できる問題もあった。

筆者は、2018 年 3 月にニューヨークの Workmen’s Circle を訪問し、初めてコルヤと対

面して話をした。その時彼は筆者にヘブライ文字を楽しく効率的に覚えるための子ども向

けの教材「イディッシュ・ビンゴ 40」の使い方を実演し、日本で使ってみるようにと手渡

した。実際に日本の大学の授業や市民講座で使ってみると、初学者のモチベーション維持

のためにも、クラスの雰囲気作りのためにも、遊びながら文字を覚えることはとても効果

的であることが改めてわかった。そこで筆者はそれを真似て「イディッシュ・カルタ」や

「イディッシュ・スゴロク」を作り、授業で使ってみたところ非常に有効であった。

日本におけるこれらのイディッシュ語の授業は、ニューヨークを中心に海外のイディッ

シュ語学習活動の強い影響を受けている。もしも日本におけるイディッシュ語学習活動

が世界の他の地域におけるそれ

らから孤立していたら、海外の

新しい情報を取り入れながら授

業をすることは難しかっただろ

う。言語学や文化人類学の分野

では、調査協力者へのフィード

バ ッ ク が 課 題 で あ る。 そ の た

め 筆 者 は オ ン ラ イ ン 講 座 や イ

デ ィ ッ シ ュ 語 新 聞 へ の 寄 稿、

SNS での発信やシンポジウムな

どの発表などで日本での様子を

現状報告することにしている。 図 2 イディッシュ・スゴロク
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イディッシュ語話者が言語的に孤立しているのは、米国各地、ロシア、ウクライナ、南

米などに住む人々も程度の差こそあれ同様であろう。コルヤは、オンライン講座によって

彼らに言語的に「それほど孤立していない 41」と感じさせることができると考えている。

かつて、ビロビジャンで初学者であったにもかかわらず、講師になってしまった経験も、

彼が「孤立」に言及する理由のひとつかもしれない。

一定以上の教育の経験や技術をもつ講師が少なく講師と学習者が世界中に散在している

言語においては、次の世代の講師を育成するオンライン講座はとくに有効である。

結び
オンライン講座は、地理的に離れているために埋もれていた潜在的な講師や学習者にイ

ディッシュ語学習の場を提供した。拠点が限られていたイディッシュ語学習活動だが、現

在ではインターネットがつながる場所であればどこでも可能になった。中心となる人物の

情熱は大きな原動力となり、より多くの人々を巻き込み、潜在的な需要を掘り起こし続

け、イディッシュ語学習活動の規模が拡大している。

ある言語の話者や子孫の間では常識でも、それ以外の人には全く理解できないことがあ

る。2003 年に教科書『カレッジ・イディッシュ 42』で筆者がひとりでイディッシュ語を

学び始めたとき、単語の意味を調べても、短い文章が何を言わんとしているのか全くわか

らなかった。例えば、本稿冒頭に引用した「マメ・ロシュン」がほとんどの場合イディッ

シュ語のことを意味するのは辞書を引けば書いてあるが、筆者がその使い方を理解したの

は、イディッシュ語話者に会って、話しことばや書きことばでいくつもの用例に触れ、何

度も間違えながら使ってからだった。イディッシュ語の話者や子孫においても、普段から

イディッシュ語にふれる機会がなければ、似たようなことが起こり得るのではないだろう

か。彼らが「自分らしさ」を再構築し現在をより充実させるためにも、イディッシュ語を

次世代に継承するためにも、このオンライン講座は大きな役割を果たしているといえる。
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Creating a Borderless World of a Jewish Language 
through an Online Language Program

Satoko KAMOSHIDA

For a minority language, such as Yiddish, it is important to create interactive learning spaces 
and to connect teachers and learners of that language scattered all over the world. Since 2014, 
the online Yiddish program of the Workmen’s Circle in New York has discovered participants 
who had been geographically isolated, providing Yiddish classes and connecting them. The 
author has taken part in two of them, been gained ideas for her Yiddish classes at Tokyo 
University of Foreign Studies and the University of Tokyo. Based on Borodulin (2017; 2018) 
and the author’s participant observation since 2016, this paper describes the Workmen’s Circle 
online program and its effects on the Yiddish class in Japan. This borderless learning activity 
would strengthen and broaden the speakers’ community and train teachers all over the world.


